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料

発
表
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料

発
表
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」」 」」     

 〇
 

島
崎

藤
村

の
「「 「「 千

曲
川

千
曲

川
千

曲
川

千
曲

川
の

ス
ケ

ッ
チ

の
ス

ケ
ッ

チ
の

ス
ケ

ッ
チ

の
ス

ケ
ッ

チ
」」 」」が

初
め

て
発

表
さ

れ
た

の
は

、
博

文
館

発
行

の
「
中

学
世

界
」
で

あ
り

ま
す

。
 

「
中

学
世

界
」
は

明
治

三
十

一
年

～
昭

和
三

年
ま

で
、

約
三

十
年

間
に

わ
た

っ
て

刊
行

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

当
時

の
「
受

験
情

報
雑

誌
」
で

あ
り

ま
す

。

読
者

層
は

中
学

上
級

生
の

三
年

、
四

年
、

五
年

生
で

し
た

。
（
当

時
は

五
年

制
度

）
。

旧
制

の
高

等
学

校
や

専
門

学
校

、
更

に
は

陸
軍

兵
学

校
、

陸
軍

経
理

学
校

、
陸

軍
士

官
学

校
、

海
軍

兵
学

校
、

海
軍

機
関

学
校

、
海

軍
経

理
学

校
、

等
々

を
目

指
す

青
少

年
で

あ
り

ま
し

た
。

 

所
謂

、
「
受

験
雑

誌
」
に

「
千

曲
川

の
ス

ケ
ッ

チ
」
が

約
一

年
間

連
載

さ
れ

た
と

云
う

事
を

、
私

は
不

思
議

に
思

っ
て

居
ま

し
た

。
 

そ
れ

で
、

現
物

の
『
中

学
世

界
』
を

閲
覧

し
た

い
と

、
国

会
図

書
館

へ
行

っ
て

見
ま

し
た

が
、

貴
重

本
と

云
う

事
で

、
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
で

し
か

見
る

事

が
出

来
ま

せ
ん

で
し

た
。

し
か

し
一

応
、

十
二

回
分

を
コ

ピ
―

し
て

、
眺

め
て

見
ま

す
と

、
興

味
深

く
思

っ
た

事
に

は
、

「
千

曲
川

ス
ケ

ッ
チ

」
に

は
元

々
、

文
章

に
相

応
し

い
倉

田
白

羊
画

伯
の

挿
絵

が
有

る
事

を
知

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
三

康
図

書
館

で
「
中

学
世

界
」
の

原
本

の
閲

覧
が

可
能

で
あ

る
事

を

知
り

、
閲

覧
さ

せ
て

貰
い

、
「
中

学
世

界
」
の

全
体

像
を

知
る

事
が

出
来

ま
し

た
。

す
る

と
『
中

学
世

界
』
の

誌
上

で
は

、
島

崎
藤

村
と

小
諸

義
塾

で
同

僚
教

師
で

あ
っ

た
「
三

宅
克

己
」
「
丸

山
晩

霞
」
が

毎
月

、
口

絵
や

挿
絵

、
表

紙
画

を
描

き
活

躍
し

て
い

る
事

を
知

り
、

驚
き

ま
し

た
。

 

〇
 

明
治

初
期

の
印

刷
技

術
は

未
発

達
で

あ
り

、
木

版
画

以
外

の
カ

ラ
ー

印
刷

物
は

極
め

て
少

な
く

、
雑

誌
等

も
銅

版
印

刷
に

よ
る

写
真

、
書

、
水

墨
画

 

等
を

モ
ノ

ク
ロ

の
口

絵
と

し
て

掲
載

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
雑

誌
の

特
徴

と
し

て
居

ま
し

た
。

明
治

三
十

五
年

頃
に

な
る

と
、

特
集

号
に

は
石

版
印

刷
に

よ
る

表
紙

の
カ

ラ
ー

化
が

見
ら

れ
る

様
に

な
り

、
や

が
て

、
口

絵
も

カ
ラ

ー
印

刷
さ

れ
る

様
に

な
り

ま
す

。
 

三
宅

克
己

が
小

諸
義

塾
を

辞
め

て
上

京
し

た

の
は

、
明

治
三

十
三

年
十

二
月

で
あ

り
、

丁
度

、
日

本
で

石
版

印
刷

が
始

っ
た

時
期

で
も

あ
り

ま
し

た
。

三
宅

克
己

の
絵

が
「
中

学
世

界
」
の

口
絵

と
し

て
初

め
て

掲
載

さ
れ

た
の

は
、

明
治

三
十

七
年

十
一

月
。

以
後

、
毎

月
の

様
に

三
宅

克
己

の
口

絵
が

掲
載

さ
れ

る
様

に
な

り
ま

す
。

 
 

 

そ
し

て
、

明
治

三
十

九
年

四
月

号
に

は
「「 「「 明

治
教

育
史

上
明

治
教

育
史

上
明

治
教

育
史

上
明

治
教

育
史

上
のの のの

大
人

物
大

人
物

大
人

物
大

人
物

」」 」」「
名

士
の

学
生

時
代

実
話

」
の

一
人

と
し

て
『
三

宅
克

己
君

』
と

題
し

て
「
来

歴

記
」
を
執
筆

し
て

居
ま

す
。

（
当

時
三

十
四
才

）
。
こ

れ
に

よ
る

と
、

少
年

時
代

か
ら

、
好

き
で
得
意

で
あ

っ
た
風
景

写
生

を
描

き
続
け

、
遂

に
は
米

国
へ

苦
学
留

学
を

し
な

が
ら

も
成
功

し
、

更
に

は
水
彩

画
の

本
場
英

国
で

学
び
帰

国
し

た
訳

で
す

が
、
こ

の
事

が
、

そ
の

後
の

画
家

達
に
洋

行
を
促

し
、

現

在
に

も
影
響

を
与
え

て
居

る
の

で
あ

り
ま

す
。

 

〇
 
次

に
丸

山
晩

霞
が

小
諸

義
塾

を
辞

め
て

上
京

し
た

の
が

明
治

三
十
八

年
秋

。
「
中

学
世

界
」
の

挿
絵

を
描

き
初

め
た

の
が

明
治

三
十

九
年

一
月

か
ら

で
、

以
後

毎
月

の
様

に
挿

絵
、

表
紙

画
、

口
絵

を
描

く
様

に
な

り
ま

す
。
多

分
、

三
宅

克
己

の
推
薦

に
依

る
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

 

〇
 
こ

の
様

に
、

三
宅

克
己

や
丸

山
晩

霞
が

『
中

学
世

界
』
で

活
躍

し
て

居
り

、
そ

う
な

る
と

、
当
然

、
島

崎
藤

村
に

も
登
場

し
て

貰
お

う
と

の
雰
囲
気

が

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る
訳

で
す

。
 

そ
し

て
島

崎
藤

村
の
登
場

で
す

。
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〇

 
明

治
四

十
年

三
月

の
「「 「「
我我 我我

がが がが
修

学
時

代
修

学
時

代
修

学
時

代
修

学
時

代
」」 」」と

云
う

特
集

号
に

、
島

崎
藤

村
は

「「 「「
わ

が
わ

が
わ

が
わ

が
生

涯
生

涯
生

涯
生

涯
のの のの

冬冬 冬冬
」」 」」と

題
し

て
、

上
京

以
来

の
自

分
を
冷
静

、
客
観
的

に

振
り
返

り
、
方
向

が
定

ま
ら
ぬ

ま
ま

に
過
ご

し
、

や
っ

と
文

学
の
旅

行
を

始
め

る
迄

の
過
程

を
記
述

し
て

い
る

。
そ

し
て

、
「
昔

か
ら

少
年

は
『
春

』
、

青
年

は
『
夏

』
と

し
て

あ
る

。
だ

が
、

私
は

少
年

の
時

代
を
寧
ろ

『
冬

』
と

し
て

見
た

い
。

」
「
『
冬

』
と

云
う
季
節

は
、

す
べ

て
の

物
の
準
備

時
代

で
、

目
に

見
え

る

も
の

は
枯

れ
～

と
し

て
居

て
も

、
下

に
は

、
木

の
芽

が
も

う
形

を
つ

く
っ

て
、
花

を
開

く
べ

き
仕

度
に
急

が
し

い
。

」
「
思
え
ば
自

分
等

の
修

学
時

代
は
こ

の

冬
で

あ
っ

た
。
自

分
は
長

い
、
長

い
冬

を
通

り
越

し
て

来
た

よ
う

な
気

が
す

る
。

」
と
結

ん
だ

味
わ

い
深

い
、

藤
村

三
十

五
才

の
時

の
文

章
で

あ
り

ま
す

。
 

こ
の

文
章

は
「
藤

村
全

集
」
第
六
巻

「
拾
遺

」
の
項

に
‐‐ ‐‐ 談

話
談

話
談

話
談

話
‐‐ ‐‐と

し
て

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
談

話
談

話
談

話
談

話
と

な
っ

て
居

ま
す

が
、

私
は
こ

の
文

章
は

藤
村
自
身

が
執
筆

し
た

か
、
詳
細

に
添
削

し
た

文
章
だ

と
思

い
ま

す
。

 

言
わ
ば

、
藤

村
の
作
家

と
し

て
の

原
点

を
記

し
た

文
章
だ

と
思

い
ま

す
。

初
版

の
意

味
で
転

載
し

ま
し

た
。

 

そ
し

て
、
こ

の
特

集
号

に
は

、
丸

山
晩

霞
も

「「 「「 余余 余余
がが がが

洋
画

洋
画

洋
画

洋
画

のの のの
経

路
経

路
経

路
経

路
」」 」」と

題
し

て
自

分
の

来
歴

を
詳

し
く
記
述

し
て

い
ま

す
。

晩
霞

三
十

九
～

四
十
才

の
 

時
の

文
章

で
す

。
彼

も
三

宅
克

己
の
影
響

で
米

国
へ
渡

り
、
予
想

以
上

の
大
成
功

を
収

め
、

更
に

は
欧
州
各
地

を
漫
遊

し
て
帰

国
。

 

郷
里

に
画
室

を
建

て
た

頃
、

島
崎

藤
村

の
紹
介

で
小

諸
義

塾
に
勤

め
は
じ

め
た

事
も

書
か

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、
こ

の
特

集
号

の
口

絵
と

し
て

 

晩
霞

の
「「 「「 吾吾 吾吾

がが がが
春春 春春

」」 」」が
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

〇〇 〇〇
    

明
治

四
十

二
年

一
月

号
に

「「 「「
島

崎
藤

村
訪

問
記

島
崎

藤
村

訪
問

記
島

崎
藤

村
訪

問
記

島
崎

藤
村

訪
問

記
」」 」」
が

掲
載

さ
れ

ま
す

。
こ

れ
は

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
で

す
。

「「 「「
こ

の
こ

の
こ

の
こ

の
記

事
記

事
記

事
記

事
」」 」」
は

、
殆

ど
知

ら
れ

て
い

な

と
思

い
ま

す
。

実
は

今
回

、
発

表
さ

せ
て

頂
く

気
に

な
っ

た
の

は
、

こ
の

「「 「「
島

崎
藤

村
氏

訪
問

記
島

崎
藤

村
氏

訪
問

記
島

崎
藤

村
氏

訪
問

記
島

崎
藤

村
氏

訪
問

記
」」 」」
を

会
員

の
皆

様
に

も
知

っ
て

頂
き

た
い

、
と

思
っ

た

の
が

動
機

で
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
者

を
画

家
の

「
岡

野
 

栄
」
氏

と
私

な
り

に
断

定
致

し
ま

し
た

。
 

〇
 

「「 「「 新
片

町
新

片
町

新
片

町
新

片
町

よ
り

よ
り

よ
り

よ
り

」」 」」 がが がが
明

治
四

十
二

年
五

月
に

掲
載

さ
れ

ま
し

た
。

    

『
藤

村
全

集
』
（
筑
摩

書
房

）
（
第
六
巻

）
の
解
説

「
解

題
」
に

は
「
新
片
町

よ
り

」
は

明
治

四
十

二
年

九
月

に
佐
久
良

書
房

版
「
文
芸
入

門
第

一
編

」
と

し

て
出

版
さ

れ
た

、
と

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

そ
の

重
要

な
一
部

分
は

四
ケ

月
前

に
「
中

学
世

界
」
に

掲
載

さ
れ

て
居

た
の

で
あ

り
ま

す
。

 

そ
し

て
「
藤

村
全

集
」
で

は
一
部

の
文

章
が
削
除

さ
れ

て
い

ま
す

。
削
除

さ
れ

た
文

章
は

、
 

○
「「 「「 愛愛 愛愛

―― ――
と

い
う

と
い

う
と

い
う

と
い

う
言

葉
言

葉
言

葉
言

葉
はは はは

、、 、、
よ

く
よ

く
よ

く
よ

く
繰繰 繰繰

りり りり
返返 返返

さ
れ

る
さ

れ
る

さ
れ

る
さ

れ
る

言
葉

言
葉

言
葉

言
葉

で
あ

る
で

あ
る

で
あ

る
で

あ
る

。。 。。
愛愛 愛愛

をを をを
説説 説説

い
て

い
て

い
て

い
て

人人 人人
をを をを

愛愛 愛愛
し

な
い

と
し

な
い

と
し

な
い

と
し

な
い

と
い

う
い

う
い

う
い

う
実

例
実

例
実

例
実

例
を

も
を

も
を

も
を

も
亦

同
時

亦
同

時
亦

同
時

亦
同

時
に

よ
く

に
よ

く
に

よ
く

に
よ

く
見見 見見

か
け

る
こ

と
で

あ
る

か
け

る
こ

と
で

あ
る

か
け

る
こ

と
で

あ
る

か
け

る
こ

と
で

あ
る

。。 。。
ここ ここ

れ
は

れ
は

れ
は

れ
は

何
故

何
故

何
故

何
故

だ
ろ

う
だ

ろ
う

だ
ろ

う
だ

ろ
う

。。 。。
如

何
如

何
如

何
如

何
な

る
な

る
な

る
な

る
欠

点
欠

点
欠

点
欠

点
を

も
を

も
を

も
を

も
容容 容容

し
て

こ
そ

し
て

こ
そ

し
て

こ
そ

し
て

こ
そ

兄
弟

兄
弟

兄
弟

兄
弟

のの のの
愛愛 愛愛

で
あ

る
で

あ
る

で
あ

る
で

あ
る

。。 。。
姉

妹
姉

妹
姉

妹
姉

妹
のの のの

愛愛 愛愛
で

あ
る

で
あ

る
で

あ
る

で
あ

る
。。 。。

愛愛 愛愛
をを をを

説説 説説
い

て
も

い
て

も
い

て
も

い
て

も
人人 人人

をを をを
許許 許許

さ
な

い
よ

う
な

さ
な

い
よ

う
な

さ
な

い
よ

う
な

さ
な

い
よ

う
な

愛愛 愛愛
はは はは

畢
竟

畢
竟

畢
竟

畢
竟

空
想

空
想

空
想

空
想

のの のの
愛愛 愛愛

で
は

あ
る

ま
い

か
で

は
あ

る
ま

い
か

で
は

あ
る

ま
い

か
で

は
あ

る
ま

い
か

。。 。。
」」 」」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
何
故
こ

の
文

章
を
削
除

し
た

の
か
？
研
究
課

題
で

も
あ

り
ま

す
。

 

〇
明

治
四

十
三

年
一

月
。
新

年
号

の
特
別
企

画
と

し
て

、
大

々
的

に
募

集
し

た
「「 「「 日

本
学

生
日

本
学

生
日

本
学

生
日

本
学

生
のの のの

歌歌 歌歌
」」 」」の
選

者
と

し
て

、
「
新
渡
戸
稲
造

、
芳
賀
矢

一
、

 

島
崎

藤
村

島
崎

藤
村

島
崎

藤
村

島
崎

藤
村

、
大
町
桂

月
、

田
村
虎
蔵

」
が

名
を

連
ね

て
い

ま
す

。
そ

し
て

、
応
募

さ
れ

た
歌
詞

の
論
評

を
そ

れ
ぞ

れ
行

っ
て

い
て

、
島

崎
藤

村
は

五
ペ

ー

ジ
に

わ
た

っ
て

、
若

者
に
対

す
る

、
眞

に
親
切

、
丁
寧

、
温

か
み

の
あ

る
論
評

を
行

っ
て

ま
す

。
正

に
小

諸
義

塾
で

の
教

師
の

経
験

が
甦

っ
た

か
の

よ
う

に
、

藤
村
自
身

が
楽

し
み

、
熱

を
入

れ
て
論
評

し
た

事
が
偲
ば

れ
る

文
章

で
あ

り
ま

す
。

 

尚
、

藤
村

が
九

〇
点

と
云

う
選

者
中
最

高
得
点

を
与
え

た
歌
詞

が
第

一
位

と
な

っ
て

い
ま

す
。
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〇

明
治

四
十

三
年

七
月

に
『『 『『
遠

野
物

語
遠

野
物

語
遠

野
物

語
遠

野
物

語
』』 』』と

題
し

て
柳

田
國

男
柳

田
國

男
柳

田
國

男
柳

田
國

男
（
当

時
三

十
四
才

）
の
民

話
集

「
遠
野

物
語

」
を

高
く
評
価

し
た

書
評

が
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、

「
さ

ら
に

君
か

ら
旅

の
観
察

を
聞

き
た

い
。

私
は
第

二
第

三
の

『
遠
野

物
語

』
が
種

々
な
形

で
出

て
来

る
こ

と
を
希
望

す
る

。
」
と
結

ん
で

い

る
。
こ

の
文

章
は

、
後

に
出

版
さ

れ
た

「
新
片
町

よ
り

」
の

中
に
含

ま
れ

て
い

る
の

で
省
略
致

し
ま

す
。

 

〇
明

治
四

十
四

年
五

月
号

に
「「 「「
千

曲
川

千
曲

川
千

曲
川

千
曲

川
の

ス
ケ

ッ
チ

の
ス

ケ
ッ

チ
の

ス
ケ

ッ
チ

の
ス

ケ
ッ

チ
」」 」」が
登
場

し
ま

す
。
翌

年
の

明
治

四
十

五
年

の
八

月
号

ま
で

、
十

二
回

に
わ

た
っ

て
連

載
さ

れ
ま

し
た

。

い
ず

れ
の

回
に

も
倉

田
白

洋
倉

田
白

洋
倉

田
白

洋
倉

田
白

洋
画

伯
の

挿
絵

が
描

か
れ

て
居

ま
す

。
 

十
二

回
目

の
最
終

回
に
際

し
て

、
藤

村
は
次

の
よ

う
な
付
記

を
書

い
て

居
ま

す
。

 

「
こ

の
項

、
昨

年
の

初
夏

よ
り

始
め

、
今

年
の
梅
雨

も
収

ま
ら

ん
と

す
る

頃
に
漸

く
終

わ
り

を
告
げ

る
事

が
出

来
た

。
途

中
す
こ

し
身

体
の
具
合

が
 

悪
か

っ
た

り
な

ぞ
し

て
二

月
ば

か
り
休

ん
だ

の
は
残
念

で
あ

っ
た

が
、
先
ず
先
ず

書
き
終
え

た
。
こ

の
ス

ケ
ッ

チ
の

中
に

あ
る
こ

と
で
種

々
思

い
出

し
た

 

と
云

っ
て
手

紙
を
寄

せ
ら

れ
た

人
々

へ
は
お
礼

を
申

し
上
げ

る
。

一
年

の
余

も
親

し
み

を
重
ね

た
諸

君
へ
も
こ

れ
で

一
と
先
ず

、
お
別

れ
を
告
げ

る
こ

と
 

に
す

る
。
左

様
な

ら
。

（
七

月
五

日
）
 

〇
 
こ

の
年

、
七

月
三

十
日

明
治

天
皇

七
月

三
十

日
明

治
天

皇
七

月
三

十
日

明
治

天
皇

七
月

三
十

日
明

治
天

皇
がが がが

崩
御

崩
御

崩
御

崩
御

さ
れ

さ
れ

さ
れ

さ
れ

八
月

八
月

八
月

八
月

か
ら

は
か

ら
は

か
ら

は
か

ら
は

大
正

元
年

大
正

元
年

大
正

元
年

大
正

元
年

と
な

り
ま

す
と

な
り

ま
す

と
な

り
ま

す
と

な
り

ま
す

。。 。。
尚

、
乃

木
大

将
夫

妻
乃

木
大

将
夫

妻
乃

木
大

将
夫

妻
乃

木
大

将
夫

妻
が

九
月

十
三

日
殉
死

さ
れ

ま
し

た
。

 

〇
 

そ
の

後
も
大
正
六

年
の

三
月

、
四

月
、

五
月

と
「「 「「
羅

甸
區

羅
甸

區
羅

甸
區

羅
甸

區
の

お
も

い
で

の
お

も
い

で
の

お
も

い
で

の
お

も
い

で
」」 」」
（（ （（
一一 一一

）
、

（
）
、

（
）
、

（
）
、

（
二二 二二

）
、

）
、

）
、

）
、

(( (( 三三 三三
)) ))と

連
続

で
執
筆

し
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

藤
村

が
フ

ラ
ン

ス
滞

在
中

に
住

ん
で

い
た

、
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
付
近

の
学

生
街

の
様
子

を
ス

ケ
ッ

チ
風

に
綴

る
と

同
時

に
、
第

一
次

世
界
大
戦

中
の

フ
ラ
ン

ス
人

学
生

の
様
子

や
、

 

一
般

の
フ

ラ
ン

ス
人
気
質

等
を
鋭

く
評
論

し
た

文
章

で
あ

り
ま

す
。

 

こ
れ

を
読
む

と
、
自

分
も
こ

の
地
区

を
歩

い
て

見
た

い
と

の
思

い
に

さ
せ

ら
れ

ま
す

。
更

に
、

当
時

の
フ

ラ
ン

ス
庶
民

の
潜
在
意
識

が
、

理
解

出
来

る

様
な
気

が
致

し
ま

す
。
こ

れ
等

の
文

章
は

『
藤

村
全

集
』
に
収

め
ら

れ
て

い
る
筈

で
あ

る
が

、
…
…

。
 

今
回

の
「「 「「 島

崎
藤

村
学

会
島

崎
藤

村
学

会
島

崎
藤

村
学

会
島

崎
藤

村
学

会
・・ ・・ 神

戸
大

会
神

戸
大

会
神

戸
大

会
神

戸
大

会
」」 」」 のの のの

「「 「「 大
会

大
会

大
会

大
会

テ
ー

マ
テ

ー
マ

テ
ー

マ
テ

ー
マ

」」 」」 はは はは
「「 「「 藤

村
藤

村
藤

村
藤

村
に

み
る

に
み

る
に

み
る

に
み

る
国

際
性

国
際

性
国

際
性

国
際

性
」」 」」で

あ
り

ま
す

の
で

、
こ

の
「「 「「
羅

甸
區

羅
甸

區
羅

甸
區

羅
甸

區
の

お
も

い
で

の
お

も
い

で
の

お
も

い
で

の
お

も
い

で
」」 」」 もも もも
参
考
資
料

と
し

て
の

、
一
助

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

〇
 

島
崎

藤
村

と
三

宅
克

己
、

丸
山

晩
霞

は
小

諸
義

塾
時

代
同

僚
教

師
で

あ
っ

た
訳

で
す

が
、

そ
の

後
、

そ
れ

ぞ
れ

、
時

期
が

異
な

っ
て

上
京

し
た

為

に
、

上
京

後
は

、
お

互
い

に
関

係
は

薄
か

っ
た

と
、

私
は

思
っ

て
居

ま
し

た
。

し
か

し
「「 「「
中

学
世

界
中

学
世

界
中

学
世

界
中

学
世

界
」」 」」の

誌
上

で
は

、
矢

張
り

同
僚

だ
っ

た
と

云
え

る
と

思

い
ま

し
た

。
    

〇
 

「「 「「
中

学
世

界
中

学
世

界
中

学
世

界
中

学
世

界
」」 」」 はは はは

昭
和

三
年

昭
和

三
年

昭
和

三
年

昭
和

三
年

にに にに
廃

刊
廃

刊
廃

刊
廃

刊
と

な
り

ま
し

た
が

、
当

時
の

雑
誌

は
カ

ラ
ー

写
真

が
無

か
っ

た
時

代
な

の
で

、
画

家
と

の
関

係
が

非
常

に
重

要

で
、

彩
色

さ
れ

た
表

紙
や

口
絵

が
雑

誌
の

売
り

上
げ

を
左

右
し

兼
ね

か
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
。

逆
に

画
家

も
雑

誌
社

に
育

て
ら

れ
た

と
云

う
べ

き
で

有
り

ま
し

ょ
う

。
そ

の
一

例
が

竹
久

夢
二

竹
久

夢
二

竹
久

夢
二

竹
久

夢
二

で
あ

り
ま

す
。

明
治

三
十

八
年

、
二

十
二

才
の

時
に

投
稿

し
た

コ
マ

絵
が

一
等

賞
に

入
選

、
こ

の
時

初
め

て

「「 「「
夢

二
夢

二
夢

二
夢

二
」」 」」
を

名
乗

り
ま

す
。

更
に

翌
年

、
夏

季
増

刊
号

に
ス

ケ
ッ

チ
画

が
再

度
、

一
等

賞
に

入
選

。
こ

の
賞

金
を

受
け

取
り

に
行

っ
た

際
、

面
談

し
た

編

集
長

の
西

山
緒

山
氏

か
ら

「
も

う
少

し
数

多
く
持

っ
て

く
る

よ
う

に
」
云

わ
れ

、
そ

れ
が

「
中

学
世

界
」
に

掲
載

さ
れ

、
更

に
多

く
の

挿
絵

、
口

絵
、

表
紙

画
を

描
く

様
に

な
り

ま
す

。
そ

の
後

の
人
気

画
家

へ
と
成
長

す
る
最

初
の
段
階

と
な

っ
た

の
で

あ
り

ま
す

。
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し

か
し

、
そ

の
後

も
中
央

画
壇

に
は

受
け
入

れ
ら

れ
る

事
は

な
か

っ
た

様
で

す
。

 

竹
久
夢

二
は

昭
和

九
年

九
月

、
結
核

が
悪

化
し

五
十

一
才

で
亡

く
な

り
ま

す
が

、
死

の
直

後
、

画
家

の
有

島
生

馬
が
編
纂

し
た
夢

二
の

「「 「「
病

床
遺

病
床

遺
病

床
遺

病
床

遺

録録 録録
」」 」」に

島
崎

藤
村

島
崎

藤
村

島
崎

藤
村

島
崎

藤
村

が
序

文
序

文
序

文
序

文
を
寄

せ
て

い
ま

す
。

 
（
「
改
造

」
 

昭
和

九
年

十
二

月
）
 

〇
 

次次 次次
はは はは

、、 、、
参

考
参

考
参

考
参

考
ま

で
に

ま
で

に
ま

で
に

ま
で

に
な

ん
で

す
が

な
ん

で
す

が
な

ん
で

す
が

な
ん

で
す

が
、、 、、

丸
山

晩
霞

が
明

治
四

十
年

十
月

号
の

「
中
央
公
論

」
に
執
筆

し
た

「「 「「 島
崎

藤
村

著
島

崎
藤

村
著

島
崎

藤
村

著
島

崎
藤

村
著

『『 『『 水
彩

画
家

水
彩

画
家

水
彩

画
家

水
彩

画
家

』』 』』 のの のの
主

人
公

主
人

公
主

人
公

主
人

公
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
」」 」」

を
転

載
し

て
居

り
ま

す
。

 

 
 

 
確

か
に

一
時

は
、

モ
デ

ル
問

題
で
仲
違

い
を

し
ま

し
た

が
、
判

っ
て

し
ま
え
ば

、
世

間
の

話
題

に
な

っ
た

事
で

、
お
互

い
に

知
名

度
が

上
が

っ
た

と
云

う
べ

き
で

、
深
刻

に
な

ら
な

か
っ

た
の

も
、

同
僚

の
誼
だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
同
じ

時
期

、
丸

山
晩

霞
の
著
作

「
女
性

と
趣

味
」
に

、
藤

村
が

「
序

文
」
を
寄

せ
て

い
る

事
で

も
判

り
ま

す
（
明

治
四

十
年

七
月

）
。

更
に

、
心
配

し
た

知
人

の
手

紙
に
対

し
て

の
返

事
の

中
に

、
藤

村
は

「
モ
デ

ル
問

題
の
騒

が
し

く
な

り
し

に
は

驚
か

れ
候

。
丸

山
君

は
一

時
の
戯
語

な
り

し
由

、
先

日
も
手

紙
を

よ
こ

し
候

。
文
藝

上
の
論
争

と
し

て
眺

め
て
こ

そ
面

白
け

れ
、

私
交

上
に
及
ぼ

す
べ

き
性
質

の
も

の
な

ら
ず

、
君

の
心
配

も
過
ぎ

た
り

と
存
候

。
」
（
十

一
月

十
一

日
）
と

書
い

て
居

ま
す

。
 

◎
 

「「 「「 ま
と

め
ま

と
め

ま
と

め
ま

と
め

」」 」」 と
し

ま
し

て
と

し
ま

し
て

と
し

ま
し

て
と

し
ま

し
て

、、 、、
島

崎
藤

村
が

「「 「「 中
学

世
界

中
学

世
界

中
学

世
界

中
学

世
界

」」 」」に
登
場

す
る

の
は

明
治

四
十

年
三

月
『『 『『 吾吾 吾吾

がが がが
生

涯
生

涯
生

涯
生

涯
のの のの

冬冬 冬冬
』』 』』、

明
治

四
十

一
年

一
月

『『 『『 島
崎

藤
村

氏
島

崎
藤

村
氏

島
崎

藤
村

氏
島

崎
藤

村
氏

訪
問

記
訪

問
記

訪
問

記
訪

問
記

』
、』、

』
、

』
、

明
治

四
十

二
年

五
月

「「 「「 新
片

町
新

片
町

新
片

町
新

片
町

よ
り

よ
り

よ
り

よ
り

」
、」、

」
、

」
、

明
治

四
十

三
年

一
月

『『 『『 日
本

学
生

日
本

学
生

日
本

学
生

日
本

学
生

のの のの
歌歌 歌歌

をを をを
讀讀 讀讀

むむ むむ
』』 』』、

明
治

四
十

三
七

月
『『 『『 遠

野
物

語
遠

野
物

語
遠

野
物

語
遠

野
物

語
』』 』』、

明
治

四
十

四
年

五
月

～
明

治
四

十
五

年
八

月
ま

で
『『 『『 千

曲
川

千
曲

川
千

曲
川

千
曲

川
の

ス
ケ

ッ
チ

の
ス

ケ
ッ

チ
の

ス
ケ

ッ
チ

の
ス

ケ
ッ

チ
』』 』』に

十
二

回
、
大
正
六

年
三

月
～

五
月

ま
で

『『 『『 羅
甸

区
羅

甸
区

羅
甸

区
羅

甸
区

の
お

も
い

で
の

お
も

い
で

の
お

も
い

で
の

お
も

い
で

』』 』』に
三

回
三

回
三

回
三

回
と

十
年

間

にに にに
二

十
回

二
十

回
二

十
回

二
十

回
、、 、、
登
場

し
て

い
ま

す
。

か
な

り
頻

度
が

高
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
特

に
『『 『『 千

曲
川

千
曲

川
千

曲
川

千
曲

川
の

ス
ケ

ッ
チ

は
の

ス
ケ

ッ
チ

は
の

ス
ケ

ッ
チ

は
の

ス
ケ

ッ
チ

は
』』 』』、

小
諸

義
塾

時
代

に
三

宅
克

己
や

丸
山

晩
霞

の
影
響

を
受
け

て
、

画
家

が
ス

ケ
ッ

チ
を

す
る

様
に

、
文
筆

で
ス

ケ
ッ

チ

を
試
み

た
も

の
で

あ
り

ま
す

か
ら

、
両

者
が

活
躍

し
て

居
た

『
中

学
世

界
』
に

掲
載

し
た

の
は
最
良

で
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

 

〇
 

著
作

権
著

作
権

著
作

権
著

作
権

に
つ

い
て

に
つ

い
て

に
つ

い
て

に
つ

い
て

。
今

回
は

、
各
著
作

の
抜
粋

で
は

な
く

、
全

文
を

掲
載

し
ま

し
た

。
新

し
い
著
作

な
ら
ば

、
著
作
権

が
存
在

し
、

全
文

掲
載

は
困
難

で
 

あ
り

ま
す

。
著
作
権

は
著
作

者
の
死

後
五

十
年

間
有
効

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

島
崎

藤
村

（
昭

和
十
八

年
八

月
）
、

三
宅

克
己

（
昭

和
二

十
九

年
六

月
）
、

丸
山

晩
霞

（
昭

和
十

七
年

三
月

）
に
亡

く
な

ら
れ

、
何

れ
も

五
十

年
以

上
経
過

し
て

居
り

、
著
作
権

は
消
滅

し
て

い
ま

す
。
御
冥
福

を
祈

り
つ
つ

全
文

を
掲

載
さ

せ
て
頂

き
ま

し
た

。
 

 

〇
 

そ
れ

に
し

て
も

、
「「 「「 小

諸
義

塾
小

諸
義

塾
小

諸
義

塾
小

諸
義

塾
」」 」」は
他

の
教

師
を
含

め
優
秀

な
先

生
方

を
集

め
た

も
の
だ

と
、
今

更
な

が
ら
感
心

さ
せ

ら
れ

ま
す

。
 

〇
 

さ
て
今

年
三

月
、
テ
レ
ビ

で
面

白
い
番
組

を
見

ま
し

た
。

「
開
運

、
な

ん
で

も
鑑
定
団

」
と

云
う

人
気
番
組

に
、

三
宅

克
己

、
丸

山
晩

霞
の

絵
が
登
場

し

た
の

で
す

。
鑑
定
結
果

は
？

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(注
１
) 

三
宅

克
己

の
水
彩

画
：
二
百
万
円

。
丸

山
晩

霞
の
掛
軸
：
三

十
万
円

。
 

〇
 

今
回

今
回

今
回

今
回

、、 、、
「「 「「 中

学
世

界
中

学
世

界
中

学
世

界
中

学
世

界
」」 」」 はは はは

「「 「「 三
康

図
書

館
三

康
図

書
館

三
康

図
書

館
三

康
図

書
館

」」 」」 でで でで
、

「
、

「
、

「
、

「
中

央
公

論
中

央
公

論
中

央
公

論
中

央
公

論
」」 」」 「「 「「 改

造
改

造
改

造
改

造
」」 」」 はは はは

「「 「「 大
宅

壯
一

文
庫

大
宅

壯
一

文
庫

大
宅

壯
一

文
庫

大
宅

壯
一

文
庫

」」 」」 でで でで
閲

覧
閲

覧
閲

覧
閲

覧
、、 、、

複
写

複
写

複
写

複
写

し
ま

し
た

し
ま

し
た

し
ま

し
た

し
ま

し
た

。。 。。
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―― ――
    

完完 完完
    

―― ――
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
注
２

）
 
こ

の
文

章
は

「
発

表
要
旨

」
だ
け

で
す

が
、
別

に
「
資
料

集
：
八

十
三
ペ

ー
ジ

」
が
添
付

さ
れ

て
居

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
（
注
３

）
 
他

に
ス

ラ
イ
ド

（
百
枚

以
上

）
が

有
り

ま
す

。
 

 
 


